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１ 研究の背景

畜産現場において呼吸器病、消化器病および周産期疾病による経済的損失が大きな問題となっ
ています。家畜疾病を防除するためにはその兆候を早期に発見することが重要ですが、農家数の
減少、農場一戸あたりの飼養頭数の増加に伴い、頭数あたりの従事者の少人数化が進む中、個々
の疾病を早期に発見することは困難な状況となっています。この問題を解決する手段として、家
畜の健康状態を示す様々なバイタルサインを個体ごとに「見える化」し、人工知能（AI）を活用
して自動的に検知・判断することで、異常を早期に発見して死廃事故や経済損失を回避する技術
が求められています。
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１．センサとセンシング技術の開発
１-１）センサの開発と製品化技術

牛用の小型・多機能型の体表温センサとルーメンセンサ、及び連続動作可能な脈波セン
サを開発しました。また、豚用の耳標型音声センサを開発しました。

１-２）センシング技術の開発
体表温センサは96％の牛で1ヶ月間の体表温の連続モニタリングが可能で、ルーメンセ

ンサ・脈波センサ・音声センサはデータ解析に必要なセンシング技術を開発しました。
２．疾病の早期発見技術の開発
２-１）呼吸器病の早期発見

体表温センサによるデータから牛の呼吸器病等に起因する発熱と判断できる判定基準を
設定しました。実証農場試験において発熱の早期検知に有用であることを示しました。

２-２）消化器病の早期発見
ルーメンセンサによる牛のルーメンアシドーシスとルーメンアトニーの早期検出技術を

開発しました。また、他の消化器病の早期検知にも有用であることを示しました。
２-３）周産期疾病の早期発見

尾部センサによる牛の分娩予測や発情検知技術を開発しました。また、周産期疾病等に
よる廃用リスクを算出し、これら疾病の早期発見に伴う経済的メリットを提示しました。

３．クラウドシステムの構築と統合的な解析手法の開発
３-１）複合的な情報を活用する解析手法の開発

肉用子牛の実証試験のセンサデータとベンチマークデータから発熱の発生予測モデルを
構築しました。

３-２）クラウドシステムの構築
音声データ・実験データ・映像データを共有するデータ保管クラウドシステムを構築

し、システム上でコンソーシアム構成員や一般ユーザーに対する通知機能を実装しました。

牛の呼吸器・周産期疾病の早期発見ための体表温センサ、消化器病の早期検知のための多機能
ルーメンセンサを開発し、センシング情報やベンチマーキング情報などを複合的に解析する機械
学習手法等の開発を進め、AIを活用した疾病検知・早期発見技術の開発を目指しました。また豚
の呼吸音等を取得する音声センサを開発し、呼吸器病の早期発見への応用を目指しました。

これらの取組で肉用牛および乳用牛の呼吸器病と消化器病を原因とする死廃頭数を5割以上減
少可能な早期発見システムの開発を目指しました。

２ 研究の目標

３ 研究成果の概要

AIを活用した呼吸器病・消化器病・周産期疾病の早期発見技術の開発



問い合わせ先：（研）農研機構動物衛生研究部門 TEL：029-838-7895

ＡＩを活用した呼吸器病・消化器病・周産期疾病の早期発見技術の開発
生体情報を収集するセンサシステムを開発、ＡＩによって解析して家畜疾病早期発見技術を開発する

４ 社会実装に向けて

今後は開発したセンサシステムの社会実装に向けて、広範囲の実証試験によるビッグデータの収集
や継続的なシステム改良を通じ、疾病検知の精度向上やコストダウン等を進めることで製品化のため
の課題解決に取り組みます。
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